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物部川水系における治水上の課題（想定最大浸水深）

1

①想定最大規模の降雨により、物部川が破堤、越流した場合、高知市、南国市、香南
市、香美市の広範囲にわたって氾濫水が到達する。

②想定最大浸水深が二階建て家屋の床面高である３ｍを超える地域が多く存在して
おり、高知市、南国市、香南市、香美市における１階建て家屋の割合は約７％。

①浸水面積：３,６３９ｈａ
②床上浸水家屋数：７,５８０戸
③被害額：約５,４６６億円
④最大浸水継続時間：１４４時間
⑤家屋倒壊等氾濫想定区域
氾濫流：８３７ｈａ 河岸浸食：７９ｈａ

水害ハザードマップ作成の手引き（国土交通省）

平成３０年住宅・土地統計調査（総務省統計局）



物部川水系における治水上の課題（浸水継続時間）

2

①想定最大規模の降雨により、物部川が破堤、越流した場合、下田川周辺では物部
川からの氾濫水により、浸水が長期化する。

②避難所への水平避難が間に合わず、建物の２階以上へ垂直避難した場合、浸水が
長期化すると生活環境が悪化する恐れがある。

自宅に留まった場合の生活環境イメージ
（内閣府：大規模水害対策に関する専門調査会資料）

４人家族が３日間自宅で生活するために必要な備蓄
（内閣府：大規模水害対策に関する専門調査会資料）

①浸水面積：３,６３９ｈａ
②床上浸水家屋数：７,５８０戸
③被害額：約５,４６６億円
④最大浸水継続時間：１４４時間
⑤家屋倒壊等氾濫想定区域
氾濫流：８３７ｈａ 河岸浸食：７９ｈａ



物部川水系における治水上の課題（家屋倒壊等氾濫想定区域）

3

○想定最大規模の降雨により、物部川が破堤、越流した場合、家屋倒壊等氾濫想定
区域内には多くの家屋が存在。

①浸水面積：３,６３９ｈａ
②床上浸水家屋数：７,５８０戸
③被害額：約５,４６６億円
④最大浸水継続時間：１４４時間
⑤家屋倒壊等氾濫想定区域
氾濫流：８３７ｈａ 河岸浸食：７９ｈａ

令和元年台風１９号における救助活動
（令和元年版消防白書）

浸水による家屋倒壊（令和２年７月豪雨）
（災害写真データベース）
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～南国土佐の「ものづくり・物流拠点」と暮らしを守る治水対策（たたき台）～

【国土交通省】



物部川水系 河川事業箇所（高知県） R2.8.3

後川第一放水路（耐震対策）

後川第二放水路（耐震対策）

後川放水路防潮水門（耐震対策）

物部川流域

物部川水系 流域治水プロジェクト
～現行の治水対策（高知県）～

地震発生後に来襲する津波および地震後の洪水により家屋の浸水被害の発生が予想される県管理の排水門については、必要な対策を実施する
ことにより、被害発生を防止する。
永瀬ダムについては、浚渫を行い、洪水調節容量内の堆砂の進行を抑制する。

永瀬ダム（堆砂浚渫）

【高知県】

5
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～防災情報提供アプリの開発～

防災情報提供アプリの開発。 【実施機関】 高知県

【高知県】
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説～

◆背景
平成30年7月豪雨を受け、国交省から宅地建物取引業者に対し、取引の相手方に市町村が作成・公表する水害
ハザードマップを提示し、当該取引対象の土地・建物の位置等を情報提供するよう要請したことへの対応。

団体名 研修会名 実施日 参加者 実施内容

(公社)全日本不動産協会高知県本部
(公社)不動産保証協会高知県本部

令和元年度
 第2回法定研修会

令和元年8月27日 20名

(公社)高知県宅地建物取引業協会
(公社)全国宅地建物取引業保証協会高知県本部

宅地建物取引業者研修会

令和元年9月18日
令和元年9月19日
令和元年9月20日
令和元年9月25日

約200名
約30名
約30名
約30名

・水害とその種類
・堤防及びダムと河川の氾濫について
・河川の浸水想定区域とハザードマップ
・避難のための情報について
　（県ポータル等紹介）

不動産関係団体の研修会等の場において、水害リスクに関する情報の解
説を実施。

【実施機関】
高知県

【高知県】
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～ダム下流域における浸水想定図の作成～

要調整

永瀬ダム下流域における浸水想定図を作成し、令和2年度に公表を予定。
【実施機関】
高知県

物部川

永瀬ダム

合同堰
国交省管理区間

県管理区間
Ｌ=約２１ｋｍ

OpenStreetMap and contributors、地図はCC BY-SAとしてライセンス

【高知県】



実施事項 期間 内容

排水ポンプ車等の災害対策車両
による操作訓練

R01年６月11日 迅速な排水活動が実施できるよう準備・訓練と出動体制の確認を運
営業者，関係機関と確認，実施

物部川・仁淀川重要水防箇所合
同巡視

R01年６月６日
R01年６月17日

出水期を迎え，関係機関の実務担当者と合同巡視を行い，洪水時
に危険が予想され重点的に巡視，点検が必要な重要水防箇所の周
知及び現地確認に参加

水防工法講習会 R01年６月30日 国，県，市町村等の連携協力を一層強化すると共に，水防団体の水
防技術向上を目的とした水防工法講習会（講習内容：ロープワーク，
土のう作り，月ノ輪工，木流し工，積土のう工，シート張り工など）に
参加

高知市総合防災訓練 R01年10月27日 市，各防災関係機関，自主防災組織等による実践的な災害対応と
それぞれの連携した訓練を実施することにより，総合的な防災体制
を確立し，併せて，防災に係る体験や学びを通して，市民の防災意
識の醸成を図るもの。

緊急消防援助隊合同訓練 R01年11月30日 緊急消防援助隊の出動要請，舞台の参集及び配置等，実践に即し
た訓練計画を策定し，防災関連機関及び緊急消防援助隊相互の連
携強化を図る。

9

物部川水系 流域治水プロジェクト
～国等関係機関との連携～

【高知市】
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～防災講演会による意識啓発～

地域防災
リーダー

地域住民 地域住民地域住民

河川災害に関する防災講演会を行うことで住民への意識啓発を行う。
【実施機関】
高知市

【高知市】
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～高知市洪水ハザードマップの全戸配布及び住民説明会の開催～

令和元年９月

令和元年11月

高知市洪水ハザードマップ 完成

防災タウンページに同封し，全戸配布

高知市に浸水域の発生する全ての河川を記載

・高知市洪水ハザードマップ（全体的な災害，避難判断情報等を記載）
・防災タウンページ（具体的な避難方法や準備物等が記載）

高知市洪水ハザードマップの改訂に伴い、高知市洪水ハザードマップを防
災タウンページに同封して配布することで防災情報等の周知を実施。

【実施機関】
高知市

市民の方に高知市洪水ハザードマップを詳しく理解していただき，いざとい
うときに一人一人が適切な避難行動ができることを目的に，説明会を開催
した。

【実施機関】
高知市、高知河川国道事務所
高知県

最大規模の洪水想定によって作成された高知市洪
水ハザードマップ説明会を国・県・市の合同で行った
（全５回 令和２年２月12日～２月19日）。

また、自主防災組織及び防災士連絡協議会からの
要望を受けて説明会を行った（各１回）。

今後も自主防災組織等の要望があれば、適時説
明会を行う。

説明会参加者数

第１回 66名
第２回 54名
第３回 88名
第４回 59名
第５回 46名
合計 313名

【高知市】
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～洪水浸水想定区域への防災学習を実施～

平成30年7月豪雨を受けて堤防の越水・決壊による大規模氾濫のリスクを

改めて実感。万が一大規模氾濫が発生しても住民が自ら命を守る行動をと
ることができるよう防災学習を実施。

【実施機関】
南国市

１．説明会日時：令和元年度～随時
２．対象 ：洪水浸水想定区域の住民
３．説明内容

・7月豪雨について ・大雨や水位の情報の取り方
・避難勧告等の意味 ・各地区の危険を確認 など

説明会使用資料の抜粋

学習会実施状況

6月2日 高見地区自主防災会
6月20日 立田地区防災会
6月21日 鳶ガ池中学校1年・2年生
7月28日 立田地区防災会
8月25日 下咥内防災会
10月1日 後免野田小学校5年生
10月22日 後免野田小学校5年生
11月2日 三和小学校子ども会

以後も随時実施予定

【南国市】
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～南国市防災連合会への情報提供及び勉強会開催～

南国市防災連合会臨時総会を開催し、7月豪雨の状況や防災対策につい
ての情報提供及び勉強会を開催した（令和元年8月2日）

【実施機関】
南国市

主な内容

①7月豪雨の状況
②物部川重要水防箇所及び

対策工事の説明
③永瀬ダムの運用について
④危機管理型水位計の説明
⑤警戒レベルの運用について

など

【南国市】



上下水道局
・水道、下水の啓発
（水はどこからやってきて、

どこへいくのか）

市民課
・転入者への啓発物配布
・出生届け時に啓発物配布
・外国人支援

長寿支援課
・長寿手帳郵送時に啓発物同封
・きらりフェアへの参加
・老人クラブへの啓発活動
・グループホームなどへの防災対策支援
・介護認定住宅改修に併せての
家具転倒防止事業の活用啓発

環境課
・狂犬病予防注射時の
ペットの避難啓発

・ゴミ、排泄物の啓発
（ゴミ、排泄物はどこか
らやってきて、どこへ
いくのか）

農林課
・黒滝せいらん、梅星館

などでの防災キャンプ

生涯学習課
・健康ウォーキングへの参加（防災体力づくり）
・成人式での啓発
・市展、災害の歴史展に併せて防災ポスターを展示
・図書館での防災本の展示、防災教室の開催
・人権（多様性配慮）
・高齢者学級、まほろばクラブとの連携

学校教育課
・新入生への防災学習
（通勤途上の避難行動）
・避難訓練の活動支援
・学童保育
・防災の絵画コンクール
・PTAこども会

子育て支援課

・卒園児への
防災学習

・避難訓練の
活動支援

福祉事務所
・ボランティアデーへの参加
・社会福祉法人との連携
・日赤との連携

保健福祉センター
・検診への参加
・健康講演会
・乳幼児サークルでの学習会
・精神障害ミニデイケアでの学習会

商工観光課
・観光客への啓発
・軽トラ市での啓発
・観光イベント参加
・タワー巡りスタンプラリー

企画課
・地域活動支援センターへの参画
（例：チーム稲生）
・学生との連携
（高知大学）
・外国人支援

危機管理課
・防災教室

南国市役所

市役所内の関係
部署間で進捗状
況を共有

南国市日章地区
（モデル地区）

官（国、県）、学（大学）、
民（NPO法人）が連携して、
「成果の可視化」を行い、
施策の実効性を高める

官（国、県）
・南国市役所、学（大学）、民（業界
団体）との連絡調整

・成果を可視化するためのアンケート
調査の項目設定

学（大学）
・アンケート調査の
実施、論文発表

・イベントの運営
補助

民（NPO法人等）
・南国市職員の補助
例：イベントの運営

補助、防災研修
の開催

市役所の各部署で実施している行政活動（通常業務、イベント）に「防災」の
エッセンスを追加するとともに、防災に関するアンケート調査（意識調査）を
継続的に実施することで、施策の実効性を高める。

【実施機関】
南国市
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～生活まるごと防災（行政活動に「防災」のエッセンスを追加）～

【南国市】



平時からの住民等への周知・教育・訓練として、令和元年度夏休み子ども
防災合宿、香南市総合防災訓練、香南市の防災士に対する医療救護訓練
、香南市災害医療救護訓練を実施。

【実施機関】
香南市

令和元年度夏休みこども防災合宿
（日時：令和元年８月２０日～２１日 場所：山南防災コミュニティセンター）
防災キャンプを実施して地域の子供２０人が参加

香南市総合防災訓練
（日時：令和元年１１月３日 場所：香南市全域）

風水害や地震を想定した一斉避難訓練を実施し、市民３７８１人が参加

香南市の防災士に対する医療救護訓練
（日時：令和元年１１月９日 場所：香南市役所）

香南市の防災士６名に応急救護の講習と訓練を実施

香南市災害医療救護訓練
（日時：令和元年１１月１７日 場所：香我美トレーニングセンター）

香南市の防災士と自主防災組織により傷病者の搬送訓練を実施

15

物部川水系 流域治水プロジェクト
～平時からの住民等への周知・教育・訓練の実施～

【香南市】
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～防災士と自主防災組織の連携～

市内の防災士自身の防災・減災能力の向上、防災士間の地域を越えた協
力関係の構築などを目的とする香美市防災士連絡会が設立された。
（事業内容）：
防災士の防災・減災能力向上に資するための研修及び訓練の開催や
自主防災組織等への指導助言及び交流機会創出 など

【実施機関】
香美市

会議名 実施日 参加者 実施内容

令和元年度 香美市防災士の集い 令和元年８月４日 ４２名
・アンケートの報告
・グループ協議（アンケートで意見の
多かった課題とその解決にむけて）

令和元年度 香美市防災士連絡会
設立総会

令和元年１０月１３日 ３９名
・規約の承認
・役員選出
・記念講演

【香美市】
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～かみわくわく お天気・防災教育 開催～

○子どもたちに自然災害の恐ろしさを知ってもらうために、お天気キャスター澤井明子さん、佐竹彩さん
を講師にお招きし、親子で科学実験を行いながら天気の不思議を発見・体験してもらうイベントを開催。

日時：令和２年２月１日（土）１４：００～
場所：香美市中央公民館
参加：澤井キャスター（NHK高知放送局）、佐竹キャスター（NHK徳島放送局）

小学生17名とその保護者

【香美市】
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物部川水系 流域治水プロジェクト
～環境学習の取組（香美市立楠目小学校）～

○香美市立楠目小学校令和元年度卒業生が、５年生の時環境学習の一環として『物部川を有名にしよう』
と３体の“物部妖精キャラ“を考案してくれました。

○近年の物部川は、林地の荒廃などさまざまな要因により汚濁が進んでいます。でも物部川は私たちの宝
であり、誇りであることに変わりはありません。

○物部川の自然や神話、魅力を全国に発信するためにも、関係者が力を合わせ環境整備、汚濁対策を前進
させたいと考えています。

○そのためにも、卒業生の作ってくれた“物部妖精キャラ“を活かし夢を発信し、地域の目を物部川に向
け有名にしたいと考えています。

○ “物部妖精キャラ“は物部川の河川工事の看板や物部川清流保全推進協議会等で活用されています。

物部妖精キャラ

【香美市】


